
Title 自動車デザインのチェックポイント

Author(s) 柳原, 良樹

Citation デザイン理論. 1969, 8, p. 37-51

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52478

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



自動 車 デ ザ イ ンの チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

柳 原 良 樹

は じめ に

今 日,あ らゆ る分野 において,デ ザ イ ンに関す る社会一般 の関心 は非 常 に高

い が,特 に自動車 に関 して はデザ イ ンは殊 に重要視 されてい る。

私 はこの小 稿で 自動車のデザ イ ンの チェ ックポ イン トにっ いて少 し思 うとこ

ろ を述べ るっ も りで あるが,わ か り切 った ことで あるが,結 局 は,自 動 車のデ

ザ イ ンにつ い て述 べ よ うと思えば,自 動車 その もの を述べ な ければ な らない。

自動車の特 質 を理解 す ることが,つ ま りは 自動 車のデザ イ ンを理 解す るこ とに

な ると思 うので ある。

さて,今 日,同 じ我々が 日常用 い る機器で あ り乍 ら,自 動 車 を,テ レビや冷

蔵庫 と同様 に感 じ,受 け取 ってい る人 はあ るまい と思 う。

実際 の とこ ろ,例 年,東 京の晴海埠 頭で 開かれ る自動車 シ ョウに集 る群衆 は

大変 な数で あ るが,あ れだけの人 が電 化製 品の発 表展示 会,又 はシ ョウな どで

は集 るまい と思わ れる し,テ レビ,ラ ジオ等の専 門雑誌 が,自 動 車の専門雑誌

程種 類 も ない し売 れて も居 まい と思 うので ある。

普 及率 で はテ レビをはるか に下 まわ る筈 の 自動車 が何 故 このよ うな関心 の的

にな るの で あろ うか。

自動車 は,老 若 男女,洋 の東西 を間 はず,お よ そ人 聞誰 しもを惹 きつ け る
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、

ミ何 力丶を持 ってい るに違 いないので ある。 この何 かを考 えてみ ることが,自 動

車 を,自 動車 のデザ イ ンを語 るには結局早道 の よ うで あ る。

まず,ζ こで 自動車の定義 を考 えてみ たい。 ミ自動車(特 に乗用 自動 車)と は

輸送機 器の一つ で あって,定 め られ た道路 の上のA点 か らB点 に,任 意の時 に,

ス ピーデ ィに乗 員 を運ぶ こ とがで きるもの≧

私 は 自動車 を上 記の よ うに定義 す る。

この概 念 に表 われ て いるこ とを更 に要約 すれ ば,ミ ス ピーデ ィに,任 意 の時 に鳶

とい う2つ の特質 がクローズ ア ップ され る。

本来,人 類 に とってス ピー ドは最 も本 質的 な問題 の1つ で あったと私は考 え

る。

ミ動 くミ事 は更 に本質的 な人間の特性で あった ろ うが ,も とも と人 類は太古

か ら,自 身 の移 動の性能(速 度,耐 久性)は 余 りよい方 で はない。 そ して,人

類 とい えど も,他 の動物 がそ うで あったよ うに,誰 よ りも速 く目的 の地 に達 し,

誰 よ りも速 く,危 険 か ら遠 ざか らなければ な らなかった筈で ある。太 古 か ら人

類 はス ピー ドを必要 と して きたので ある。

最初 は自か らの足 を利用 す る しかなかった人類 は,や がて足 の代 りと して家

畜(馬)を 見 出すので ある。勿論,他 に労 力の代替 として牛 や水牛 その他 の家

畜 も使 役 された が,人 間の速 度 と して用 い られたのは馬の みで あ り,こ の馬 に

対 す る感覚 が,今 の 自動 車 にも強 く残 って いるのは面 白い事で あ る。

馬 には車 が結合 されて,馬 車 が生 れ,更 に現在 の 自動車 の形 に近 くなって く

る。

この よ うに,馬 に騎乗 す る場 合,馬 車の場合,い ず れに して も古 くか ら ミ自

動 車≧ はあった と考 えてよい。

もっ とも,文 明が余 り発達 しない時 点 においては,社 会 の馬車に対す る要求は,

ま ず物 質 の移 動 が第一義 で あって,今 日で 言 う トラ ックの働 きが重んぜ られ,
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乗用 馬車 は,戦 の場合 とか特 に遠 方 に移動 す る必要 をもった特権階級 の もので

しか なかった。例 え欲 しくて も,数 に限 りの ある馬 のこ とで あるか ら,そ う簡

単 には手 に入 らなかったで あろ う。

こ こで,か な り昔 か ら,特 殊 な騎 馬民族 を除 き 澡 用 自動車モは特定 の階級

の 占有物 で あ った こ とに気 をつ けたい。 そ して,そ れ等 の馬車 には ,い ず れ も

所有者 の富 と権 力を示 す様 々 な造作 が こ らされ,き らびやかな シンボルが取っ

け られて お り,一 般民 衆は その馬車 その ものを富 と権 力の シンボル と して認識

す るので ある。人類 はス ピー ドを求 め,そ れは手 に入 ったが,結 局 は一部 の人

の もので しか なかった のであ る。 しか も,こ の状 態は,現 在 の馬 ともいえる内

燃 機関 が19世 紀未 に発 明 されて か らもそ う変 りは しなか った。ス ピー ドの シ ン

ボルで も あった 自動車 がやっ と一般大衆 の もの と考 えられ始 めたのは ,1900年

代 の始 め アメ リカのフ オー ドが 自動車 を大量生産 し始 めて か らで あろ う。 それ

も決 して安価 とはい えなかった。

だ か ら,不 幸 な ことに,そ の よ うに して何 とか 自動車 を手 に入 れた一般 大衆

は,同 時 に自分 が富 と権 力を手 に入 れたよ うな錯覚 を捨 て きれなかった。同 じ

馬車で も ヨー ク家 の馬車 とラ ンカス ター家 の馬車 の格 が異 ってLaた よ うに,現

代 におい て もヨー ク氏 とラ ンカス ター氏 の 自動車 も格 が異 って いなければ なら

なか った ので ある。時 代 は変 り,身 分制度 は既 に無 く,新 しい秩序 は富 の差 で

再編成 された が,人 間 はこの ミ馬無 し馬敢 に格好 のStatussymbo1を 見 出 し

た訳で ある。

欧米 において は馬車 の伝統,歴 史 は古 いが,意 外 にこれが現代の 自動 車を毒

した と思 われ る点 が少 な くない。 自動車 が発 明 されるまで,手 押 車 しか無 か っ

た と した ら,自 動車 が今の様 になった かど うか疑問で あ る0

しか し乍 ら,自 動車 を今 日あ らしめた動機 が,上 述の太古 にお ける人類 の生

存の必 要 か ら生 じたス ピー ドで あった と単純 には言 えない。 現代 の我 々は,か
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りにス ピー ドを持 って いな くて も何 ら存亡 の危機 は感 じない。

現代 のス ピー ドへ の欲求 は,目 覚 めた人類 の必 然の欲求で あ る。っ ま り生活圏

の拡大,見,聞 き,富 むための半径 の拡大 で あり,こ れは現代人 の条件 です らある。

同時 に又,初 期 の様 に所有す るだ けで社会的地位 が示 され,高 め られ る とい

った単純 な もので もない。現代で はむ しろ,無 い と困 る環 境 が形 成 されつつ あ

る。 自動車 と環 境 が循還 し乍 ら新 しい社 会 を形成 しつ つ あるの であ る。中世 に

至 るまで,人 間 は土地 に固縛 され,実 質的 に移動 の必要が無 かった。今は移動

しなければな らない時代 なので ある。

私は この小文 で,太 古 の人類の本来 的 なス ぐ一 ドの必要性 か ら現 代 まで を1

本 の線で結 んだが,今,自 動車の環境 は激 し く変化 しつ つ あ り,果 して将来 と

も1本 の線でっ なぎ得 るか ど うか難 しい。過去 数年前 か ら激 しい変革 が起 りっ

つ あるの は事実 で ある。

米国 車 を例 にとる と,1950年 代 の米国 車 は ミ金 歯 をむ き出 した獅 子鳶 と叩 か

れた時 代で あった が,現 在は全 くその よ うなこ とは ない。 これは世界 の傾 向で

もあ るので あ る。 キラ ビヤカ さを売 る時 代 は既 に過 ぎ去 ってい るので ある。

過去,気 の遠 くなる様 な長い歴史 を経て,ス ピー ドは,や っ と正常 な形 で我

々大衆 の もの になろ うとしてい る徴候 が見 出 され るので あ る。

ところで,自 動車 の存 在意義 は果 して ス ピー ドだ けで あろ うか。

人類 の飽 くな きス ピー ドの追求 は 自動車以上 の もの を次々 と生 み出 して いる。

す なわ ち,常 用 の範 囲で は 自動車 は鉄 道,航 空 機,ロ ケ ッ トには及ぶ べ くもな

いので ある。

で は何故,自 動車 が我々のス ピー ドとい えるの か。

それ は,始 め に述べ た定義の 中で 溢 意 に鳶 とあ るが,こ れが 自動車の 最 も

強 力な優 越 点で ある。 す なはち ミ任 意 にミ とい うこ とは言換 えれば ミいつ で も,

自 か らの手で ミ とい うことで あ る。 自動 車は,比 較 的容易 に 自か らの手で,自

●
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か らの意志 で コン トロールで きるとい う点 が,他 の輸 送機器 にはない特質 をも

ってて い ると考 え られ る。同 じ自動車で も,そ の 点乗用車 とバスはか な り趣 を

異 に してい る とい えよ う。つ ま り,バ スは乗用車 の よ うに,思 うところに,思

う時 に,と い う訳 にはゆか ない。

現代 において,各 個 人の 自主性 に基 く行為 は最 も尊重 され るべ きもので ある

が,そ の指 向 には最 も適 合 した輸送機 器で あ ることは明 らかで ある。

現在,都 市の過密 問題 か ら乗 用 自動車の 追放 が叫 ばれ る事 もあるが,上 記の

様 に,生 活圏の拡 大 とい う現代 の指向 にマ ッチ した乗用 自動車 は,そ う簡単 に

抹殺で きるもので は あ るまい と思 うので あ る。

か りに,近 い将 来,自 動車 が環境 の条 件(過 密,そ の他)か ら自由 に運 用す

る乙 とがで きな くなって も,自 動車 は依然 として保 有 され るかもしれ ない。 そ

の時は,現 代 に生 きる者の最底 の 自主性の シ ンボ ル として……。

こ の よ う に,自 動車 は 自分 の身体の一部 とす らなって 自由に動 かす こ と

ので きる もので あ るが,自 分 を運 ぶ機器 に過 ぎない 自動車 に対 して,そ の こ と

か ら他 の機器 には見 られ ない一っの はっ き りした関係 が成立 してい るよ うに思

える。す なわ ち,自 分 を絶 対 と し,車 はそ れに対 す る忠 実 な下僕 とい う関係 で

あ る。 これは先 にも述 べ たが,馬 車時代 の 馬 に対す る感 情 に非常 に近 い もので

あ る。

更 には,場 合 によ って は女性 に例 え られた り,猛 獣 に例 え られた りす る。

これは 自動 車が他の機 器 と異 り,自 分 の制御 に対 して極 めて敏感 に反応 し,

微 妙 な調子 があ るこ とか ら くる特殊 な感情 で あろ う。

馬が,飼 主 の愛情 と信 頼 に応 え る様 に,車 もや り方 によって はどの様 にで も

な る点,単 に乗 ってか ら始 めて発 生す る乗 員 と機器 の関係で な く,所 有 し,維

持 す るこ とだ けで発 生す る通 常の メンテナ ンスの関係 もあ るか もしれ ない。

自動 車 は極 めて趣 味性 の強 い商 品で はあるが,自 分 の身体 の一部,そ こ まで

ゆかな くて も自分の忠 実 な下僕で あ る以上,そ こに充 分,自 分の趣味,性 向,
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考え方 を反映 させようとすることは極めて自然 な状態であると思われる。

しかし乍 ら,先 程,今 日の自動車の意義,必 要性は大 きく転換 しよ うとして

いると述べたが,こ のことは上記の自動車と乗員の関係にも影響を及ぼさず に

はいないであろう。

自動車が社会 を変えようとしていることは事実であるが,自動車も逆 に社会

によって変えられず にはいない。これ等については後程再び述べたいと思 う。

さて,こ こで私は自動車というものの機器 としての特殊性について甚だ上滑

り乍 ら私見 を述べてみた。これ等の特殊性 をもった自動車を設計 し,デ ザイン

する時は,上 記の特殊性が条件 とい うものに形 を変 えて様々な制約又は充足 し

なければならない目標 としてデザイナーに迫 って くる。'

始めから述べている様 に,自 動車は本来,強 い人間的欲求 に根 ざす商品であ

り,非 常に人間臭い商品であう。この人間臭 さが自動車という機器の特質かも

しれないとす ら私は思 うので ある。これ等の人間臭い条件を理解す るだけの情

緒 と,辱 覚,吸 収 力 がなければ,自 動車 は半分 も理 解で きないので あ る。

そ こで,自 動車 のデザ イナ ーが仕事 をす るに当 って,何 を基準 にデザ イ ンを

し,何 を基準 に評価 をす るの か,そ のチ ェ ックポ イ ン トとも言 えるもの を出来

る限 り大 きなポイ ン トに まとめて ご紹介 す る。.

(1)高速 で走行 す るものであ る。

(2)人 間 を内部 に収容す るもので ある。

(3)直接,一 般 ユ ーザ ーが 日常使 用す るもので あ る。

(4)取扱 いによ っては人命 にかかわ る機器 で ある。

(5)社会 において既 に確 立 された輸 送手段 で あ り,社 会の影響 を強 く受 け ,同

時 に社会 に影 響 を及ぼす もので あ る。

以下,こ れ を項 目に分 けてや ・詳細 に説 明 した い。
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1.自 動 車 は高速で走 行す る。

ス ピー ドが 自動 車 にとって最も根 本的 な要素 で ある ことはn更 繰 り返す ま
で

もな い。

従 って 自動車 帆 それ と して適格で あるか否 かは
,ま ず この項 目か らチ ェ ッ

クされねば な らない。性能 的は高度 なことは勿 論の ことで あるが ボ デース タ

イ リ ングにつ いて は特 にこのポイ ン トは重要で ある。

よ くあるこ とで あ るが,そ れの立体 として の美 しさ,思 いつ きに惹 かれ て,

自 動車が空気 の抵 抗 を切 り開 いて高速で走 行す るもので あるこ とを忘 れた ス タ

イ リシグには すべ きで あ る。 い くら彫刻 的 に面 自 く,価 値 が高かった と して も ,

そ れが静的 な美で あるな らばそれの価値 は零 に等 しい。

人 間は物 の フオル ムを見 た場 合,結 構 その本 質的 なもの を見抜 くもので ある。

かのイ タリー のカ ロッエ リアで は生産 され るプロ トタイ プや カス タムカー が人

心 を惹 きっ けるのは,彫 刻 と しての美 もさ るこ と乍 ら,彼 等 は伝統的 に走 るも

の に対 す る感覚 が鋭 く,そ のス ピー ド感 を充分 に表 現 して恥 るか らに他 な らな

い。 これは全 く,自 動車 の造型 の イロハ と して わ きまえて おかなければな らな

いo

か っては歴然 と した車格 とい うもの があ って,自 動 車の造形 には車格 に応 じ

て特殊 なテ クニ ックがあった もので ある。 っ ま り荘 重 さを第mと した り,重

厚 さが特 に求 め られ た りした。 しか し,現 在,将 来 は 自動車 とい うものの見方

が用途,機 能 によ って種別 され特 に価格,車 格 とい った もので車 のス タイ リ ン

グが規 制 され ることはあ るまい と思 われる。

そ して小 型 は小 型 な りに,大 型 は大型 な りに走 るとい う自動車 の本 来的 な特

質 に根 ざす ス タイ リングが行 われる筈で あ る。 「

余計 なこ とか も しれない が,デ ザ イ ンに限 らず 自動車 の性能 にして も,い く

ら安 全で も経済 的で あって も,走 る とい うこ とを犠 牲 に した設計は通用 しな く

なるで あ ろ う。
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2.自 動 車 は人 間の乗 るもので ある。

この項 は特 に室 内空間 にっいて述べ たい。

これは一般 には居住性 と呼 ばれてい るもので あるが,自 動車が輸送機 器で あ

る以上,そ の 内部 に人 間を収 容で きなければ ならない。

この適 正 な内部空 間の確保 は,建 築 と並 んで他 の工業製品(狭 義の)と 大 い

に思 想 を異 にす る もので ある。

一 般的 に ,単 な る居住 空間で あ るならば,そ れは大 きければ大 きい程 良い に

決 ってい る。

ここで は 問題 となるの は,1.で 述 べ た様 に,自 動 車は動 く(走 る)と い うこ

とで あ る。

1.で 述べ た様 に 自動車 は動 くとい うことが第一 義で あるか ら,そ の諸要 素 は

すべて走行 に適す るもので な くて は ならない。す なわち,自 動車の外形 は高速

になる と著 しく影響 を及 ぼす空気 抵抗 を考慮 して,断 面積 を極 力小 さ く しよ う

とす る。更 には空気 の流 れをスムー ズにす るため クサ ビ型 の形状 が望 ま しい。

その他,安 定 を考慮 す ると,全 高 はで きるだ け低 く,重 心 を下 げたい。 又,そ

の経 済性 か ら重量 は小 さく した い。重量 を小 さくす るとい うことは形状 を小 さ

くまとめる ことが最 も端的 な方法で ある。つ ま り,走 行を第一義 に考 えた 自動

車 は,低 く,小 さい程 良いこ とにな り,居 住 性の要求 とは全 く相矛盾 す る条 件

がでて くるので あ る。

で あ るか ら,現 実,必 らず しも居住性 が充分 の もの ばか りとは限 らない。 こ

の両者 の兼 ね合 いは,そ の車の用途 で も多少 は変 って くる。例 えば比 較的短時

間の使用 が前 提 とされ る軽四輪 の場・合(こ の場 合,矛 盾 に満 ちた軽四 のデ ィメ

ンジ ョンの法 的な規制の影響 が大 きい)だ とか,走 行 を主 目的 とした スポー ツ

カーの場合 な ど,い くらか居住 性 がスポイ ル され ること もあ る。

ここに面 白い傾 向があ る。 それは,居 住性 とい うものは,そ の国,民 族 の 風

習 等 によって も左右 され るとい うことで あ る。
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例 えば,国 民車 と称 されるその国で最 もポ ピュ ラーな車種 を眺めてみ ると,イ

タリー,イ ギ リス などのよ うに比較 的小 さい国,又 は余 り移動す る風 習の ない

国 々の場 合 は,な べて車 が小 さい(ブ イア ッ ト,モ ー リス ミニ)。

ところ が,ド イ ツ,フ ランス などのよ うに内陸 にあって,冬 季 太陽 を求 めて

南下 した り,夏 季 にバ カ ンス と称 して一 斉 に避暑地 に出 む く風習の ある国 々の

場 合 は比較 的車が大 きいので ある。(フ ォルクス ワーゲ ン,ル ノー)

ア メ リカは最 も極端 で あって,一 回当 りの走 行距離 は我国 などとは比較 にな

らない程大 きい。 この よ うな場合,車 が大 きく,居 住性 が高 いの は当然の こと

で あ る。

我国 の場 合,私 見で あるが,最 もポ ピュ ラー なク ラス は,一 回当 りの走行距

離が,高 速道路 の発達 を考慮 して も最大 で500㎞ 程 度 が限度で あろ う。 その辺

りか ら類 推 して1000ccか ら1500ccク ラ スの大 きさで充分 で ある とい える。

この様 に自動車の居住性 とい うものは,必 らず しも画一的で はないので あ る

が,そ れ に して も,乗 る人問 は殆 ど同 じ大 きさであ る。

一 頃の走 りさえす れば 自動車 といわれた時代 には室内 の広 さなど問題で は な

かったが,現 在で は快 適 さが要求 されて い る。

最近 の身近 な例 で あ るが,軽 四乗用 車の爆発 的 ブー ム も結局は,軽 は出力が足

りず,室 内が狭 い とい ったあ きぢめ に似 た固定観念 を打 ち破 ったか らで あり,

如 何 に居住 性 とい うもの が重要 か とい うこ とを示す よい例 で あ る。

逆 な言 方 をす れば,今 日の軽 四は先述 の1.項 と,こ の項で触 れてい る居住 性

を満足 した に過 ぎないので あ る。

室内空 聞 を大 きくとる とい うことは,同 時 にボデー スタイル にとって は大 き

な問題 となる。先 も述べ た様 に走 行す るもの としての条件 と容 器 と して の条 件

が相 反す る要 素 を持 ってい る様 に,ボ デー ス タイル もスピー ド感 を盛 りこむ こ

とが主 眼で あ る以上,走 行す るもの と同様 の条 件が必要 とされ,居 住 性の追 求

と相反 す る関係 にある。気 をつ けな けれ ばな らないの は,最 近のス ポーツカ ー
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ばや りに影響 されて,人 間 を運 ぶた めにあ るいわゆ るセ ダンまで が充分 な居住

性 を取 り得 ない場合 が予想 され る点で ある。 スポ ーツに用 い られ るい うなれば

走行 の権 化 の よ うな車種 と,セ ダ ンの場 合 とは ,設 計,デ ザ イ ンの段 階で 明確

に区別 され なけれ ばな らない。

ともあれ,今 後 の 自動車 の居住 性 に関す る懸案 は,結 局 は ,乗 員 の室 内 の ミ

ニマム の設定で あろ うと思 われ る。 これ を標準 化す る ことは可能で あ り
,こ の

結 果が,食 パ ンの入 らない トー ス ターの様 な馬鹿 げた車 を根絶 す ることに なる

と思 うので あ る。

3.自 動車は極 く身近 な機器で ある。

ほんの10年 位 前 まで,自 動車 は特定 の専門家 や ,マ ニアの 占有物 で あ った。

従 って,こ れの取 扱 いは,例 えば工作機械 等の よ うに特定の人 を対 象 に考 えれ

ばよか ったので あ る。

しか し乍 ら,最 近の 自動車 の普 及は驚異 的 なもの があ り,今 で は 自動 車 を所

有 し,そ れ を用 いる ことは何で も なくなって きて いる。

その使用 の状 態 も,一 般 家庭 で テ レビや ラジオ を用 いる と同 じよ うに ,既 に

生活 の一 部 となって きてお り,そ の点で は,今 や家庭 の電化 器具 と全 く同列で

ある と考 えて よい。

自動車 は老 若男 女,誰 でも免許 さえ持 ってい れば用 い ることので きるもので

あ る。

その様 な現実 か ら自動 車 をチ ェ ック してみ る と決 して充分 の配慮 があ るとは

言難 い ところがあ る。

誰 もが取 扱 うとい う点 か ら考 えられるこ とは ,ま ず,操 作 が簡 単で なけれ ば

な らない とい うこ とで あろ う。操作 が容 易であ るとい うことは とりも直 さず誤

操作 を予防す る こ とで あ る。後 で述 べ るが,自 動車 とい う機器 は物理 的 に途 方

もないエ ネルギ ー を持 ってい るものだ けに操作 の未熟 と誤 操作 は悲惨 な結 果 を
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約束 している。

又,自 動車は常 に環境 乏しては情報の変化の大 きい道路を走行するため
,入

力としての情報・出力としての操作が常に繰 り趣 れ,し かもそれは敏速でな

ければ な らない。特 に昨 今の様 に,自 動車 が高速化 して くるとそれは ます ます

シビア さを増 して くるこ とに なる。

この よ うな要素 を持っ 自動車 を
,誰 もが容易 に扱 うことがで きるよ うにしな

けれ ばな らないので ある。

そのた めには まず第一 に,操 作の種 類 を減少 させ る とい うことで ある
。例 え

ば面倒 な シフ ト操 作 を無 くす るための ノー ク ラッチ は確 かに一っ の前進で あ る
。

米 国で そ うで あるよ うに∫我国 で も遠 か らず ,こ れ が主流 を占めるであ ろ う。

この よ うな 自動化 は理 想的 な方 向で あ る
。

次 に,速 やか にその操作 に慣 熟で きるよ うに しなければな らない
。銘柄 が変

る度 に,年 式 が変 る度 に慌 てな けれ ば ならない今の 自動車の操作機構
,レ イア

ウ トには押 題がある。これは居住性の項でも述べた様 に標準化
,共 通比が考 え

られ るQ

よ く巷間で,そ の様 な標準 化 はその 自動 車 ,銘 柄 の個性 を殺す ことで 歓迎で

きない とい う発 言 があるが ,こ れはおか しい と思 う。 その様 な個性 は,例 えば

セ ダ ンとスポ ーツカーの様 な用途 によ る美 と して現 われ るべ きで あ
って,単 に

それは メーカー の乱 立 を認 めて や るだ けの発 言のよ うに思 えるのであ る
。

強 いて言 えば個性 は,ス タイリ ング ,内 装 等で も充分 表現す るこ とはで きる し,

敢 えて複 雑 なスポー ツカー的操作 を求 め る とした ら正 しくそれ はスポ ーツ カー

に乗 るべ きで あ ろ うと思 う。スポー ツカー が複 雑 なメカニズム操作 を要求 す る

のは,そ れ 自体,性 能の究極 を引 き出す ため の必要性 をもった もので あ
って,

決 してス ポー ツカーの単 なる レッテルで は ない ので ある。

この操作 の容易化 は 自動車 をよ り安全 に使 うための方法で もある し
,悪 い表

現で あ るが,馬 鹿 で もチ ョンで も使 うことので きるこ とを目的 と した もの なの
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で ある。

夏の 夕食后 の散歩 は実 にリラックス して楽 しい もので あ るが,自 動 車 もその

様 な気持で用 い る ことがで きるよ うに した いもので ある。

現実 には,散 歩道 もか な り危 い個処 が多いが,は いてい る下 駄 も決 しては き

心地の よい もので は ない と思 うので あ る。

誰 もが気楽 に使 うとい うこ とか ら次 に問題 に しなけれ ばな らないの は,そ の

メイ ンテナ ンスで ある。

現在,一 般 家庭 で使用 されてい る機 器の中で 自動車程,保 守整備 に神経 を使

うもの は他 に類 を見 ない。

勿論 自動車 とい うものが,他 の機 器 と異 り,そ れ を怠 って は使 用す る者の

生命 にかか わるか ら,と い うこ となので あるが,こ れは機 器 と して は決 して秀

れて い るとはい えない証拠で もあ ると思 うので ある。

家庭 にお いて,扇 風機や冷蔵庫 が急 に動 か な くなって主婦 が困った とい う話

は余 り聞 かないが,こ の様 に 自動車 も楽 しい ドライヴの途 中,手 を油 だ らけに

して万歳 す る ことの ない機 にしなければ ならない。

4.取 扱 い によっては人命 にかかわ る。

この 問題 は現在 うるさく取上 げ られて い る安全 に関 す る問題で あ り,そ の重

要性 は今更 言 うまで もない ことで あ る。

自動 車 に関 して安全の考 え方 には2つ あって,第 一 は 自動車 の乗員 の生命 の

問題 と,第 二 に 自動車 とその周 囲の人 の安全の 問題 に分 け られ る。

自動 車の乗員 の安全 に関 しては,自 動 車同志,又 は障害物へ の激突 があ るが,

いず れ に して も何 らかへ の激 突 によって乗員 が前 或 は後 か ら急激 に大 きなGを

受 け,固 い物 に身体 を当てて障害 を受 けるもので ある。

これの対策 と して は,ま ず当然 の事 乍 ら,車 輌 の欠陥 による事故の 発生 を防
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ぐこ とを,こ れは車輌 の適正 な設計,製 作 によ る他 ないが ,次 には誤操作 を根

絶 す るこ とで ある。操 作 が複雑,困 難 なた め事 故 を起す例 は多 いので あ る。 こ

れ にっ いては先項で も述べ たが,操 作 を容易,簡 単 にす ることが解決法で あ り

デザ イナーが今後 更 に深 く研究 しなけれ ばな らない問題で あ る。同時 にこれ と

関連 して乗員 の疲 労 が錯 誤 を誘発 する場合 が多いので,疲 労 を極 力小 さ くす る

努 力,適 正 な シー トの デザイ ン,見 易 い計器盤等,こ れもデザイナーの領域で

あ る。眼の疲労 を防 ぐため光輝物 を取 除いた り,黒 系 にま とめ るといった対策

は現 在常識 とす らなった。

最 も端 的 な安 全対策 は,衝 突時 の損害 を如何 に少 な くす るか とい うことで あ

る。

我国 で も既 に法 制化 された シー トベ ル トは乗員 が固型 物 に当 らないための方

法で あ り,実 際 に著 しい効 果が ある。只,常 に固縛 されて いる とい うマイナス

が あって,実 際 には なかなか用い られ ない欠点が あ る。 これ を補 うため にエァ

バ ッグ と称 す るもので ,衝 突 の際の シ ョックで 乗員 と固型物 との間で膨満 し,

シ ョック を吸収 しよ うとす る もの があるが,こ れは未 だ性能的 に不安定で あ る。

その他,室 内の突起物 を極 力無 くす るとい う地味 な対 策 も殆 どの車 が行 って

い る。

この様 に,衝 突の際 の安全対策 は追突 された場合 も含 めて,種 々研究 され ,既

に装備 を義 務づ け られた ものもか なりある。

しか し乍 ら,問 題 はや は り衝突 以前 が大 きいよ うに思 うので ある。

或 る試算 に よる と自動車 はその走 行時のエ ネルギ ーは人の2000倍 に も及ぶ と

いわれて い る。 この巨大 なエ ネルギー を持 った 自動車 を取 巻 く環境 は実 にお寒

い限 りで あ る。

いわ ゆる人 間対車 の事 故の場合 な ど,そ の巨大 なエ ネルギ ーの差 か らいって,

人 間が救 われ る見込 みは まず ない とい って よい。

結局 この場合 など,車 と人 との混合 交通 が何 よ りの原 因で ある。先 の衝 突の
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際の乗員の安全 にしても,い ずれの対策も見方 によれば,気 休めにしか考 えら
　

れないものが 多 く,改 善 に は な っ て も根 本 的 なもの とは言難 いよ うに思 う

ので あ る。

車対物,車 対 人,車 対 車,い ず れ にせ よ,ま ず衝 突 しない方法 を もっ と本腰

を入 れて検討せ ね ばな らない と思 われ る。

それには,道 路環境 の整備,充 実が,わ か りきった事で あ るが抜本的対 策だ

と思 うので あ る。

5.自 動車 は確 立 された輸送 手段 で あ る。

最近 の ジヤ ーナ リズムの取上 げ る自動車 を見 てい ると,あ たか も自動 車が,

昨 日社会 に乗 りこんで きた新参者 で あ り,方 法 に よって は追放す ることも可能

で あるかの印象 を受 けるが,事 実 は決 して そ うでは な く,既 に社会 の中 にしっ

か りと根 を下 した もので あって,今 や社 会 に生 きることを認 め られた社会 その

ものの装備 で あ る事 を認識す べ きで あ ると思 うので ある。 この ことが意味 す る

事 は,交 通問題 に して も,公 害の 問題 に して も既 に認 め られた社会 の仲 間の 問

題 と して取 上 げ なければな らない とい う事で あ る。

自動車 は,見 方 によれば社会 の知 らぬ間 に成 長 した私生児 とい う言方 もで き

よ うが,実 際 には,こ の小稿 の最初 か ら述べ てい る様 に現代 の人類の本 質的 な

欲望 か ら生れ た もので あって決 して侵 略者で も鬼子で もないので ある。

社会 と自動車 は互 に影響 し合 って い る。

例 えば安全,公 害 に関す る問題 にっ いて は社 会 が自動 車に強 い影響 を与 えた

例で あ り,最 近 の一般大衆 の生活態度,高 速 道路網の拡充 な どは自動車 が社会

.に影響 を与 え変 革 を行 った例 で ある。

1項 で 述べ た様 に,自 動車 は人 間の 自主 的 な行為 の シンボル ともな り得 るも

ので あって現代 の社会 の シンボ ル とも言 えな くはない。

この事 実 は,デ ザ イナー,メ ーカー も共 に考 えなけれ ばならない問題 で あ る。

-50一



自動 車 を単 に,一 般 大衆 の好 き嫌 いにこびへ つ らって売 りつ け るのでは な く
,

も う一度 その車 が社 会の認 め られた輸送機器 と して妥 当 なものであ るか ど うか

を考 える必要 があ ると思 うので ある。

交通事 故の 問題 にして も,メ ーカー はよ り一層,安 全対 策 を実質的 な もの と

して よ り強 化すべ きで あ り,社 会はた とえ莫大 な投資 を必要 と して も,根 本的

施 策 とも思 える区分交通,分 離 交通 を実現すべ きで ある。

ス ピー ドを目的 とした新幹線 が,全 く新規 に高架線 を造 り,ジ エ ッ ト機 が新

空港 を必要 とす る様 に,自 動車 はそれ専 用の道路 を必要 とす るとい う事 を理解

しなければ,西 欧の馬 車道 の歴史す らない我国で,世 界 有数 の生産 台数 ,保 有

台数 を誇 った ところで,そ こには比例 して ます ます大 きな歪 が成 長 し続 けて い

るので ある。

「自動車 デザ イ ンのチ ェ ックポイ ン ト」 と題 しなが ら内容 が非 常 に一般 的 に

なって恐縮で あ るが最初 にお断 りした様 に,今 や 自動車デザ イ ンの問題 点 は,

自動車 その もので あり,ひ いて は社会 その もので あ るとい うことをご理解 願い

たい と思 うもので ある。

以上
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